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法
律
第
三
十
一
号

特
定
都
市
河
川
浸
水
被
害
対
策
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

（
防
災
の
た
め
の
集
団
移
転
促
進
事
業
に
係
る
国
の
財
政
上
の
特
別
措
置
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
八
条

防
災
の
た
め
の
集
団
移
転
促
進
事
業
に
係
る
国
の
財
政
上
の
特
別
措
置
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
七
年
法
律
第

百
三
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
中
「
の
規
定
に
よ
り
指
定
さ
れ
た
災
害
危
険
区
域
」
を
「
の
災
害
危
険
区
域
、
地
す
べ
り
等
防
止
法
（
昭
和
三
十

三
年
法
律
第
三
十
号
）
第
三
条
第
一
項
の
地
す
べ
り
防
止
区
域
、
急
傾
斜
地
の
崩
壊
に
よ
る
災
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律

（
昭
和
四
十
四
年
法
律
第
五
十
七
号
）
第
三
条
第
一
項
の
急
傾
斜
地
崩
壊
危
険
区
域
若
し
く
は
土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お

け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法
律
第
五
十
七
号
）
第
九
条
第
一
項
の
土
砂
災
害
特
別
警

戒
区
域
（
次
条
第
一
項
に
お
い
て
「
災
害
危
険
区
域
等
」
と
い
う
。
）
」
に
、
「
行
な
う
」
を
「
行
う
」
に
改
め
る
。

第
二
条
第
一
項
中
「
同
条
に
規
定
す
る
災
害
危
険
区
域
」
を
「
災
害
危
険
区
域
等
」
に
改
め
る
。

第
三
条
第
二
項
中
「
の
各
号
」
を
削
り
、
同
項
第
三
号
中
「
住
宅
団
地
の
」
を
「
住
宅
団
地
（
集
団
移
転
促
進
事
業
に
関
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連
し
て
移
転
が
必
要
と
認
め
ら
れ
る
施
設
で
あ
つ
て
、
高
齢
者
、
障
害
者
、
乳
幼
児
、
児
童
、
生
徒
そ
の
他
の
迅
速
な
避
難

の
確
保
を
図
る
た
め
特
に
配
慮
を
要
す
る
者
が
利
用
す
る
施
設
で
政
令
で
定
め
る
も
の
の
用
に
供
す
る
土
地
を
含
む
。
以
下

こ
の
項
及
び
第
八
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
第
六
条
第
二
項
」
を
「
第
七
条
第
二
項
」
に
改

め
る
。

第
十
一
条
を
第
十
三
条
と
し
、
第
十
条
を
第
十
一
条
と
し
、
同
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
独
立
行
政
法
人
都
市
再
生
機
構
法
の
特
例
）

第
十
二
条

独
立
行
政
法
人
都
市
再
生
機
構
は
、
独
立
行
政
法
人
都
市
再
生
機
構
法
（
平
成
十
五
年
法
律
第
百
号
）
第
十
一

条
第
一
項
に
規
定
す
る
業
務
の
ほ
か
、
委
託
に
基
づ
き
、
同
条
第
三
項
各
号
の
業
務
（
集
団
移
転
促
進
事
業
に
係
る
も
の

に
限
る
。
）
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

第
九
条
を
第
十
条
と
し
、
第
六
条
か
ら
第
八
条
ま
で
を
一
条
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
五
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
都
道
府
県
の
集
団
移
転
促
進
事
業
計
画
の
策
定
）

第
六
条

都
道
府
県
は
、
市
町
村
か
ら
、
集
団
移
転
促
進
事
業
に
つ
き
一
の
市
町
村
の
区
域
を
超
え
る
広
域
の
見
地
か
ら
の

調
整
を
図
る
必
要
が
あ
る
こ
と
又
は
集
団
移
転
促
進
事
業
計
画
の
策
定
の
た
め
に
必
要
な
事
務
の
実
施
体
制
を
確
保
で
き
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な
い
こ
と
に
よ
り
当
該
市
町
村
が
当
該
集
団
移
転
促
進
事
業
に
係
る
集
団
移
転
促
進
事
業
計
画
を
定
め
る
こ
と
が
困
難
で

あ
る
旨
の
申
出
を
受
け
た
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
申
出
に
係
る
集
団
移
転
促
進
事
業
計
画
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
三
条
第
一
項
、
第
四
項
及
び
第
七
項
並
び
に
第
四
条
（
見
出
し
を
含
む
。
）
中
「
市
町
村
」
と

あ
る
の
は
「
都
道
府
県
」
と
、
第
三
条
第
一
項
中
「
集
団
移
転
促
進
事
業
を
実
施
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
」
と
あ
る
の

は
「
第
六
条
の
規
定
に
よ
り
同
条
の
申
出
に
係
る
」
と
、
「
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
」
と
あ

る
の
は
「
定
め
る
場
合
に
お
い
て
は
」
と
、
同
条
第
四
項
中
「
第
一
項
後
段
」
と
あ
る
の
は
「
第
一
項
」
と
、
「
都
道
府

県
知
事
を
経
由
し
て
、
集
団
移
転
促
進
事
業
計
画
を
」
と
あ
る
の
は
「
集
団
移
転
促
進
事
業
計
画
を
」
と
、
「
当
該
都
道

府
県
知
事
は
、
当
該
集
団
移
転
促
進
事
業
計
画
に
つ
い
て
そ
の
意
見
を
国
土
交
通
大
臣
に
申
し
出
る
こ
と
が
で
き
る
」
と

あ
る
の
は
「
当
該
都
道
府
県
は
、
当
該
集
団
移
転
促
進
事
業
計
画
に
つ
い
て
、
あ
ら
か
じ
め
、
関
係
市
町
村
の
意
見
を
聴

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
、
同
条
第
七
項
中
「
都
道
府
県
知
事
を
経
由
し
て
、
国
土
交
通
大
臣
に
」
と
あ
る
の
は
「
国

土
交
通
大
臣
に
」
と
し
、
同
条
第
八
項
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

第
九
条

防
災
の
た
め
の
集
団
移
転
促
進
事
業
に
係
る
国
の
財
政
上
の
特
別
措
置
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。
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第
一
条
中
「
急
傾
斜
地
崩
壊
危
険
区
域
若
し
く
は
」
を
「
急
傾
斜
地
崩
壊
危
険
区
域
、
」
に
改
め
、
「
土
砂
災
害
特
別
警

戒
区
域
」
の
下
に
「
若
し
く
は
特
定
都
市
河
川
浸
水
被
害
対
策
法
（
平
成
十
五
年
法
律
第
七
十
七
号
）
第
五
十
六
条
第
一
項

の
浸
水
被
害
防
止
区
域
」
を
加
え
る
。
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理

由

最
近
に
お
け
る
気
象
条
件
の
変
化
に
対
応
し
て
、
都
市
部
に
お
け
る
洪
水
等
に
対
す
る
防
災
・
減
災
対
策
を
総
合
的
に
推
進

す
る
た
め
、
特
定
都
市
河
川
の
指
定
対
象
の
拡
大
、
特
定
都
市
河
川
流
域
に
お
け
る
一
定
の
開
発
行
為
等
に
対
す
る
規
制
の
導

入
、
雨
水
貯
留
浸
透
施
設
の
設
置
計
画
に
係
る
認
定
制
度
の
創
設
等
の
措
置
を
講
ず
る
と
と
も
に
、
浸
水
想
定
区
域
制
度
の
拡

充
、
都
道
府
県
知
事
等
が
管
理
す
る
河
川
に
係
る
国
土
交
通
大
臣
に
よ
る
権
限
代
行
制
度
の
拡
充
、
一
団
地
の
都
市
安
全
確
保

拠
点
施
設
の
都
市
施
設
へ
の
追
加
、
防
災
の
た
め
の
集
団
移
転
促
進
事
業
の
対
象
の
拡
大
等
の
措
置
を
講
ず
る
必
要
が
あ
る
。

こ
れ
が
、
こ
の
法
律
案
を
提
出
す
る
理
由
で
あ
る
。


